
北日本新聞社旗争奪

令和７年度 第４４回氷見市スポーツ少年団軟式野球交流大会実施要項
（案）
１　目　　　的　　少年野球の普及と正しい野球技術の向上を図り、併せてスポーツを通じて、団員相互の交流と心身共に健全な少年の育成を目的とする。

２　主　　　催　　氷見市スポーツ少年団

３　共　　　催　　北日本新聞社
４　後　　　援　　氷見市教育委員会

５　期　　　日　　令和７年５月１０日（土）、１１日（日）、１８日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■予備日：２４日（土）、２５日（日）
６　会　　　場　　氷見運動公園軽スポーツ広場Ａコート
７　チ－ム編成　　指導者１名、団員２０名(小学３～６年生)の計２１名以内とする。
　　　　　　　　　ただし、指導者・団員は同一単位団所属であること。

その他、ベンチ入りは指導者もしくは役員・スタッフ１名、スコアラー１名、ボー
ルボーイ２名を認める。

　　　　　　　　　指導者はJSPO公認スポーツ指導者であること。

８　参加資格　（１）令和７年度氷見市スポーツ少年団に登録（同一単位団）している者で、学校において健康管理の指導を受けていない者

９　競技方法　（１）リーグ戦方式（４チーム）
（２）順位決定について
① 勝ち数が多いチームを上位
② ２チームの勝敗が並んでいる場合、当該対戦の勝者を上位とする。ただし当該
対戦が引分けの場合は全試合の成績を対象とする。
③ ３チーム以上の勝敗が並んでいる場合、全試合の成績を対象とする。
④ 上記②③について　
・総失点が小さいチームを上位  
・得失点差が大きいチームを上位
・抽選（キャプテン） の順で決する。

10　競技規則　     （１）２０２５年度公認野球規則及び２０２５年度全日本軟式野球連盟競技者必携「学
童野球に関する事項」を適用する。
（２）試合は６イニング制および時間制限を１時間３０分とする。（１時間３０分で新しいイニングに入らない）また３回終了後１０点差、５回終了後７点差あった時はコールドゲームを適用する。
　　　　　　　　（３）投手の投球にあたっては、変化球を投げてはいけない。万一変化球を投げた場
合はボールとする。また、たび重なる場合は投手交替を命ずるものとする。

　　　　　　　　（４）試合上において審判員にアピールがある場合は、主将を通じて行い、監督には
一切のアピール権を認めない。また、監督は選手交替を告げる時以外はベンチ
より外にでて指示を行わないこと。

　　　　　　　

　
（５）打者、次打者、走者、捕手、ランナーコーチは必ずヘルメットを着用のこと。　
また、金属製スパイクの着用は禁止する。
　　　　　　　　（６）キャッチャーはレガース、プロテクター、ヘルメット、マスク、ファールカップを着用のこと。
　　　　　　（７）捕手、野手及び打者走者の手袋の使用は認める。

　　　　　　　　（８）使用球　全日本軟式野球連盟公認Ｊ号球
　　　　　　　　（９）敬遠について、監督が球審に申告した場合はこれを認める。
　　　　　　　　（10）ピッチャーの投球制限は、７０球とする。　　　　　　　　
　　　　　　　　 (11) ホームベースは、一般用のサイズを使用する。

11　表彰　　 第１位・・優勝旗、賞状
第２位・・次勝楯、賞状
第３位・・賞状
12　参加申込　（１）締切り　令和７年４月２４日（木）１７時（必着）
　　　　　　　　（２）方　法　大会参加申込書をダウンロードし、メールまたはＦＡＸでお願いいたします。
	（公財）氷見市スポーツ協会　Ｂ＆Ｇ海洋センター内
　　　氷見市スポーツ少年団事務局　担当：松田
　　　ＴＥＬ/ＦＡＸ：（０７６６）９１－５１３６
　　　携帯：０９０－３７６０－４７２９
　　　Ｅ‐mail：kenzou.matsuda@sports-himi.jp


　　　　　　　　（３）申込先　
13　注意事項　（１）参加チームは、１日１試合とする。
                      ・本大会は、各日２試合行い、第１試合目開始時刻を９時００分とし、第２試合目は１１時００分とする。
・天候、グラウンドコンディション状況などにより、会場・開始時間などが
変更する場合がありますので、注意してください（事務局より連絡します。）

　　　　　　　　（２）メンバー表提出について、当該試合開始３０分前とする。
（３）試合開始時刻に１０分過ぎても来ない場合、棄権とみなす。

（４）グラウンドルールについては球審の指示に従うものとします。

　　　　　　　　（５）審判について

　　　　　　　　　　  ・試合の無いチームより各２名を出して試合運営に当たってください。
　　　　　　　　　　　※基本：小番号のチームは主審・２塁、大番号のチームは１・３塁を担当と
なりますが、お互いに話し合って決めても構いません。
　　　　　　　　（６）試合中、雷等が発生した場合、大会本部の判断により試合を中断ならびに中止する場合があります。
（７）競技中に負傷が生じた場合、応急手当ては行うが、その後の責めは負わない。

（８）グランド整備および片付けについて

　　　　　　　　　　  ・大会初日、当該試合の両チームより５名以上を試合開始１時間００分前（午前８時）に派遣してください。会場準備（ライン引き・外野フェンス設置）を行います。
　　　　　　　　　　　・大会最終日、当該試合の両チームで片付け（外野フェンス等）を行います。
　　　　　　　　　　  ※準備および片付けに、各単位団のご協力をお願いいたします。
14　代表者会議　（１）日　時　　令和７年４月１３日（日）９時００分
　　　　　　　　（２）場　所　　氷見運動公園野球場会議室
　　　　　　　　　　■前年度優勝チーム（氷見南部Ｊｒ）は、大会初日 優勝旗を搬入してください。

15　県　大　会　　本大会優勝チームは、６月７日（土）、８日（日）、１４日（土）、予備日１５日（日）、
開催される、第３５回富山県競技別交流大会（指導者１名、団員２０名：小学３～
６年生、その他、ベンチ入りは指導者もしくは役員・スタッフ１名、スコアラー１
名、ボールボーイ２名）に氷見市代表チームとして派遣する。
	※高円宮賜杯第４５回全日本学童軟式野球富山県大会に参加申込みをする単位団
の出場は認めない。


また、この大会の優勝・準優勝チームは７月５日（土）・６日（日）に長野県で開
催される、第４７回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会北信越大会（団員：小学
４～６年生１４名まで）に出場する。
■第４７回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会
令和７年８月８日（金）～１１日（月/祝）三重県で開催
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